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日本語計算機システムへの入力手段として研

究し始めたオンライン手書き認識は，人に自然

な手書きによる計算機との対話技術の研究開発

に拡大し，その過程で，標本文字パタンデータ

ベースの開発，認識性能の向上と筆記制限の緩

和，手書きヒューマンインタフェース(HI)の研究，
そして，手書きに相応しいアプリケーションの

試作などに発展してきた．我々の認識技術が製

品に利用され，また，HI やアプリケーションで
も製品化に貢献する機会にも恵まれた．最近で

は，漢字に代表される構造的なパタンの学習，

文字枠や罫線を必要としない自由筆記文字列の

認識，黒板に書かれるような文字と行の方向が

自由な文字列の認識，文字列・数式・図・表の

分離，オンライン認識手法とオフライン認識手

法の統合による一層の認識性能向上，手書きパ

タンの検索などの成果を得た．長期的には，手

書きの表現力や思考との親和性を生かして，発

想支援インタフェースとして確立することが夢

である． 
 キーボードが使えない状況やユーザのために，

大型の投資をして一機に市場を開拓しようとす

るビジネスモデルが成功するかどうかは分から

ないが，PC＆ワープロソフトになる前の専用ワ
ープロの時代には，当初は数機種に附属された

ペンが PC に移行する直前では，ほとんどすべて
の機種に附属されるようになっていたことを考

えると，今後はタブレットに加え，新しいタイ

プのペン入力デバイスである Anoto Pen, E-pen な
どが徐々に装備されていくことも予想される． 

20年前から今の技術を見ると，今後 20 年の研
究開発で，手書きが普通にコンピュータの標準

的なデータタイプになることも考えられる．私

事だが，定年を迎えるころには，そのことを自

分の目で確認することができるかもしれないと

思う次第である． 
 
 
 
 

 
図１． 縦書きと横書きの混在の認識 

 

 
図２．斜め書きの認識 
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